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＜連絡事項＞
【避難訓練振り返り】
・初期消火時火元の病棟から応援人数の要請があらかじめあった方が効率的に人員配置できるのではないか。
[bookmark: _GoBack]・患者誘導時の人員配置を今後検討する。

＜入室状況＞
【入院】
・田沼　京子様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・佐々木　いと様～東病棟Cユニット5号室➝南病棟Cユニット202号室

＜患者様連絡事項＞
・下浅　光敬様～不眠時、ソワソワ時、不眠時残薬含め計15日分になるよう処方頂く。

・中川原　佳宏様～主治医より面談日12/4（月）14：00からで希望有り。家族様へ連絡し了承頂く。

・前田　ナナ子様～明日より血糖測定3検へ変更となる。
・江刺家　惠子様～11/30　13：00　入院予定。

・小林　辰夫様～主治医不在のため各臨時薬12/4まで田名部Drより処方頂く。

・豊川　京子様～主治医不在のため各臨時薬12/4まで田名部Drより処方頂く。

・木村　柚子様～便秘時IFオーダー：ピコスルファートNa追加、処方頂く。


＜小栁Dr診察＞
・伊藤 誠様～主治医より自信がついたら退院可と本人様へ説明している。また本人様よりおやつ食べたいと希望あるが、糖尿病あるためカロリーゼロのジュースのみと指示あり本人様も納得されている。

・杉本 榮様～診察時、腰痛訴えあるも、「薬はいらない。女を触ってると治る」と話され、処方追加なし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放観察中は脱衣行為、他室侵入あり早めに開放観察終了している。自室内では不穏さ無く過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。	

・澤口　利香様～終日隔離中。食事は各食拒食。眠気強く呂律不良さあるも不満の訴えは聞かれている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小林　辰夫様～身体拘束中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院＞
日　　時：令和5年11月29日　13：02
　氏　　名：田沼　京子　様
　生年月日：昭和22年4月16日(76歳)
　病　　名：軽度認知障害
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr　サポート医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東Cユニット
　
　＜経過＞
　元々気性が荒い性格。H23年頃から、物の置き場所が分からなくなる等の様子があり、徐々に、上記以外の物忘れや日付の曖昧さ等も認められるようになり、R2年頃からは伝えられたことを忘れるようになっていた。R3年夏頃より、上記悪化し、薬の飲み忘れ、金銭に関する物盗られ妄想、感情の起伏が激しい様子が見受けられるようになった。金銭に関しては、財産や登記に関して「息子が盗った」「なくなっている」と訴え、主に矛先は長男。時には表情の険しさが生じ、声を荒げたり急に泣き出す事がある。特に、朝穏やかで夕方から口調が荒くなり不穏になる事が多かった。会話は一方通行で、話しかけた内容にそぐわない別な返答が来ることが多い。また、日中に寝ていることが多く、夜間睡眠状況不安定である可能性もあった。R5年1月頃夫が死去し、長男夫婦との同居を開始。同年9月に長男から長女へ「助けて欲しい」といった連絡があり、以降長女が介入。現在の状況として、口座から全て金銭を引き出すがその使途は不明。通帳を郵便局へ預けてると話したり、2日おきに保険解約に出向くが証書を持たず断られたりしている。長男夫婦への物盗られ妄想もあり。情緒不安定で急に泣き出し、早く夫のところへ行きたい等と悲観的である。服薬管理も行えておらず、長男夫婦も踏み込めない状況。介護保険は未申請だが、家族を引き離すことが必要と考えており施設入所も検討している。症状改善、環境調整目的にて入院希望有り本日主治医診察にて入院加療必要と判断され東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

